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研究成果の概要（和文）：　本研究は，2012年度から4年間プレア・ヴィヘア寺院と大プレア・カーン寺院を対象に建
築学以下各分野の混成チームによって調査を行った。大プレア・カーンでは精密実測調査を進め，プレア・ヴィヘアで
は新発見を伴う資料化を進めた。高精度の伽藍・建物平面図を作成し，各部の実測値から伽藍計画の考え方，設計およ
び寸法計画の手順を復原し，壁体上部の木造痕跡の記録化を行い当初屋根の復原を試みた。岩石班は，帯滋率等から周
辺遺構の一部が最古の建物である可能性を発見し，地理班は，自然地形と土地整備の様相を明かにし，考古班は，建物
基礎部の様相，参道の土塁の構築技法を明らかにするなど，大きな学術成果を挙げることができた。

研究成果の概要（英文）：We implemented a study for Preah Vihear and Preah Khan in Kompong Svay for about 
4 years commencing in 2012 by utilizing a mixed team from architecture and other various fields of study. 
We were able to achieve significant information from the study.
At Preah Kha, a detail measuring survey was implemented. At Preah Vihear, we conducted studies that 
documented various new discoveries. The architecture unit made detail plan drawing of temple complex and 
each building and estimated the concept, dimensional plan and process from each measuring data detailed 
images of the original wooden roof structure from the traces. Petrological unit identified the 
possibility that part of annex building was older than others by the result of petrological survey such 
as magnetic susceptibility. Geomorphological unit revealed the relationship between natural and altered 
terrain, and the archeological unit elucidated the character of the foundation of building and 
construction method of the mounts.

研究分野： 建築史学

キーワード： カンボジア　クメール建築史　プレア・ヴィヘア寺院　大プレア・カーン寺院　クメール王国地方拠点
　寺院遺跡　伽藍構成　設計技術

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
 2007 年度から４年間にわたり，科研費の
助成を受けてカンボジア国内の重要地方拠
点であるコー・ケー都市遺跡とベン・メアレ
ア寺院遺跡を対象に，建築学，岩石学，地理
学，考古学等による共同の現地調査によって
学術的な基礎資料を蓄積した。 
 本研究は，この成果を受けて 2012 年度か
ら 4 年間，プレア・ヴィヘア寺院遺跡とコン
ポン・スヴァイのプレア・カーン寺院遺跡を
対象に，同様の学術分野にわたるチームによ
って現地調査を実施したものである。 
 一連の学術調査は，アンコール地域に限定
されてきた従来の遺跡調査研究では，クメー
ル建築，都市の全貌を把握することが難しく，
学術上限界があると考えられたためである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，カンボジア王国各地に点在する
地方拠点の重要遺跡を対象に，建築学，岩石
学，地理学，考古学の各分野による学際的共
同調査を実施し，学術的基礎資料の獲得を目
指したものである。 
 地方拠点の基礎資料は，現在においても究
めて乏しく，並行して遺跡の荒廃は進みつつ
ある。このため，基礎資料の獲得は急務の作
業である。また，学術資料は，視点と方法の
一貫性および遺跡の網羅性が求められる。地
方の主要寺院，都市遺跡の調査を，信頼性の
ある一貫した調査姿勢によって実施し，基礎
資料を獲得し蓄積，整理することは，今後の
学術研究，修復事業等にとり，きわめて重要
な作業である。 
 
３．研究の方法 
 いずれの分野の調査も，繰り返し現地調査
を実施した。建築学では，最も基礎となる資
料，精度の高い遺跡実測図面の作成を行うた
め，GPS および光波測定器を用いた実測作業
を繰り返した。また，遺跡各所に残る痕跡の
確認とこれらの実測調査を行い資料化を進
めることで，建立当初の屋根形式の復原研究
に資する基礎資料を得ることになった。岩石
学では，伽藍各所において，とくに帯磁率の
計測作業を中心に調査を実施した。さらに建
材としての砂岩，ラテライトの科学的資料を
採取した。地理学では，とくに山岳寺院であ
るプレア・ヴィヘア寺院の地形に注目し，GPS
を用いて自然地形の計測を行い，さらに建立
当時の整地・造成の痕跡を求めて調査を実施
した。考古学班もまたプレア・ヴィヘア各建
物周辺の発掘調査を実施した。 
 
４．研究成果 
 ４年間の調査期間を経て，プレア・ヴィヘ
ア寺院とコンポン・スヴァイのプレア・カー
ン寺院の２つの巨大遺跡について，繰り返し
現地調査を実施したが，プレア・ヴィヘア寺
院については，最近まで基礎資料となってい
た1930年代までの調査成果には含まれない，

さまざまな発見と資料化が行われた。まず，
きわめて精度の高い伽藍平面図，各建物平面
図を作成し，壁体上面とペディメント側面に
に残る木造小屋組および屋根葺材の痕跡を
網羅的に記録化し，当初の屋根の様相につい
て復原を試みた。また各部の実測値から，伽
藍計画の基本的な考え方，設計計画，寸法計
画の考え方と手順を復原した。また岩石班の
調査により，従来想定されていた伽藍整備の
編年が大きく変わり，建物の改造痕跡と砂岩
の帯滋率などから，注目されていなかった遺
構の一部が最も古い建物であった可能性が
見いだされた。地理学では，自然地形に積極
的な整備を行った様相とその過程が明確に
なり，考古学では，建物基礎部の様相ととも
に第四ゴープラから第三ゴープラへ至る参
道が土塁によって閉鎖された構造であった
こと，そして土塁の輪郭，構築技法などが明
らかになった。 
 コンポン・スヴァイのプレア・カーン寺院
では，雨季の調査がきわめて困難であったた
め，予定を大幅に変更して乾期限定の調査を
繰り返した。伽藍全体の規模と各部の実測を
終了し，崩壊前の様相の復原を試みつつある。 
 また岩石班は，かつて伽藍内で行ったとみ
られる製鉄事業の残滓である鉄スラグにつ
いて，調査を実施した。  
 以上の成果は，いままで存在しなかった信
頼性のある基礎資料を学界に提供する機会
になり，さらに従来のクメール学と一線を画
する分析研究の成果も蓄積しつつある。 
 私たちが実施した地方拠点の調査研究は，
現地で遺跡調査や修復事業を行っている各
国チームから，クメール学に深化と広がりを
与える可能性が期待されている。今回の調査
研究成果は，今後のクメール学の学術研究，
修復事業等にとって，重要な知見を提供でき
る内容と考えられる。 
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原口強：古代クメール都市サンボー・プレ
イ・クック遺跡群の環濠地区内における文
化層の検出状況,日本文化財科学会第 31 回
大会，pp. 438-439, 2014.7.5, 奈良教育大



学（奈良市）査読無 
⑱内田悦生，溝口明則，佐藤広野，下田一太，
渡辺亮太：砂岩材の特徴に基づくプレア・
ヴィヘア遺跡の建造順序の推定，日本文化
財科学会第 31大会，PP.246-247. 2014.7.5, 
奈良教育大学（奈良市）査読無 

⑲大石岳史, 池内克史, “e-Heritage とクラ
ウドミュージアム,” フラットパネルディ
スプレイの人間工学シンポジウム 2014, 成
蹊大学, 2014.3. 査読無池内克史, “大規
模屋外構造物のモデル化とその応用,” 第
36 回測量調査技術発表会, 日本測量調査技
術協会，2014.7.4, 四谷区民ホール（東京
都）, 査読無 

⑳X. Huang, B. Zheng, T. Masuda, K. Ikeuchi, 
"Robust 3D Features for Matching between 
Distorted Range Scans Captured by Moving 
Systems", In Proc. IEEE Conference on 
Computer Vision and Pattern Recognition 
(CVPR) 2014, pp. 2957 - 2964 , 26.June. 
2014. 査読有 

㉑T. Oishi and K. Ikeuchi, “e-Heritage, 
Cyber Archaeology, and Cloud Museum,” 
The 20th International Display Workshop 
(IDW2013), 5. Dec. 2013, Sapporo 
Convention Center, Japan. 招待講演 

㉒ K. Ikeuchi, “ e-Heritage, Cyber 
Archaeology, and Cloud Museum,” 2013 
Japan Korea Joint Workshop on 
Info-Mechatronic Systems, pp.1-25, 16. 
September. 2013. Kyoto，招待講演 

㉓K. Ikeuchi, “Tangible and intangible 
heritage,” International Workshop on 
Information and Communication 
Technologies, 16. September 2013. 招待
講演 

㉔ K. Ikeuchi, “ e-Heritage, Cyber 
Archaeology, and Cloud Museum,” Culture 
and Computing 2013, 16. September 2013. 
基調講演 

㉕ K. Ikeuchi, “ e-Heritage, Cyber 
Archeology, and Cloud museum, ”  The 
International Conference on Information 
and Communication Technology for 
Embedded Systems (ICICES), 16. September 
2013. 特別講演 

㉖中川武，溝口明則，下田一太，石塚充雄：
プレア・ヴィヘア寺院の破損状況と今後の
調査研究・保存対策をめぐって : カンボジ
ア プレア・ヴィヘア寺院に関する研究(1)，
日本建築学会学術講演梗概集，pp.571-572, 
2013. 08.30．北海道大学（札幌市），査読
無 

㉗田淵奈央，下田一太，中川武，石塚充雅，
溝口明則：参道テラス縦深型祠堂としての
プレア・ヴィヘア寺院の特徴 : カンボジア 
プレア・ヴィヘア寺院に関する研究(2)，日
本建築学会学術講演梗概集，pp.573-574, 
2013. 08.30．．北海道大学（札幌市），査読
無 

㉘黒岩千尋，中川武，溝口明則，下田一太，
石塚充雅，田淵奈央：プレア・ヴィヘア寺
院の「田の字型」建物の現状と特徴 : カン
ボジア プレア・ヴィヘア寺院に関する研究
(3)，日本建築学会学術講演梗概集，
pp.575-576, 2013. 08.30．北海道大学（札
幌市），査読無 

㉙溝口明則，中川武，佐藤桂，下田一太，石
塚充雅：プレア・ヴィヘア寺院の山頂伽藍
計画について : カンボジア プレア・ヴィ
ヘア寺院に関する研究(4)，日本建築学会学
術講演梗概集，577-578, 2013. 08.30．北
海道大学（札幌市），査読無 

㉚中村みふみ，中川武，溝口明則，下田一太，
石塚充雅，島田麻里子：プレア・ヴィヘア
寺院中央祠堂屋蓋部の復原考察 : カンボ
ジア プレア・ヴィヘア寺院に関する研究
(5)，日本建築学会学術講演梗概集，
pp.579-580, 2013. 08.30．北海道大学（札
幌市），査読無 

㉛古賀 友佳子，中川 武，溝口 明則，下田 一
太，石塚 充雅，島田 麻里子：プレア・ヴ
ィヘア寺院ゴープラ I 拝殿の木造小屋組の
復原考察 : カンボジア プレア・ヴィヘア
寺院に関する研究(6)，日本建築学会学術講
演梗概集, pp.581-582, 2013. 08.30．北海
道大学（札幌市），査読無 

㉜朴 東熙，中川 武，下田 一太：クメール
煉瓦造遺跡に使用されるモルタルの改良研
究(1) ，日本建築学会大会学術講演梗概集，
pp.687-688, 2013. 08.30．北海道大学（札
幌市），査読無 

㉝X. Huang, B. Zheng, T. Masuda, A. Banno,  
B. Zheng, Y. Sun, J. Takamatsu, K. Ikeuchi, 
“A Feature Descriptor by Difference of 
Polynomials,” 画像の認識・理解シンポジ
ウム（MIRU2013）, 2013.7.29，国立情報学
研究所（東京都）， 査読無 

㉞ K. Ikeuchi, “ e-Heritage, Cyber 
Archaeology and Cloud Museum, ”  1st 
Thai-Japan International Workshop on 
Computer Vision, August. 2013. 招待講演 

㉟内田悦生，下田一太，下田麻里子：大プレ
ア・カーンに続く王道沿いのクメール寺院
の建造年代と石材供給地 − 帯磁率に基
づく考察，日本文化財科学会，2013.7.6．
弘前大学（弘前市），査読無 

㊱内田悦生，下田一太：アンコール遺跡に使
用されている砂岩材の石切り場と運搬経路、
日本文化財科学会． 2012.6.23，京都大学
（京都市）， 査読無 

㊲K. Ikeuchi, "3D Shape Reconstruction by 
Dynamic Sensing with A Range Sensor", 情
報処理学会 第 187 回コンピュータビジョ
ンとイメージメディア研究会（CVIM）, 
2013.5.30, 東京農工大（小金井市），査読
無 

㊳ K. Ikeuchi, "e-Heritage, 
Cyber-Archaeology and Cloud Museum,” 
Indian Conference on Computer Vision, 



Graphics and Image Processing (ICVGIP 
2012), 16. December. 2012. 招待講演 

㊴ K. Ikeuchi, "e-Heritage, 
Cyber-Archeology, and Cloud Museum", The 
2nd ACCV Workshop on e-Heritage 2012, 16. 
December. 2012. 2012. 招待講演 

㊵ K. Ikeuchi, “ Cloud museum and 
e-Heritage,” The International Workshop 
on Point Cloud Processing with CVPR 2012, 
16. June. 2012. 基調講演 

 
〔図書〕（計１件） 
①Nagumo, N., Kubo, S. and Sugai, T：
Characteristics of Extreme Monsoon 
Floods and Local Land Use in the Lower 
Mekong Basin, Cambodia. in: Drake, J.L., 
Kontar, Y.Y., Eichelberger, J.C., Rupp, 
T.S., Taylor, K.M. (Eds.) Communicating 
Climate-Change and Natural Hazard Risk 
and Cultivating Resilience. Case Studies 
for a Multi-disciplinary Approach, 
p.205-221. Springer International 
Publishing (total pages 311)，2016. 
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